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4.論 文の訂正:査 読審査の結果,原 稿 の訂 正 を求め られた場合 は,40日以内 に,訂 正 され た原稿 に訂正点 を
明示 した手 紙をつけて,前 記泌尿 器科紀要刊行 会宛 て送付す ること,な お,Editorの責任 において一部字句
の訂正 をす ることが ある.
5.校 正:校 正 は著者による責任校正 とする.著 者複数の場合 は校正責任者 を投稿時指定す る,
6.掲 載=論 文の掲載は採用順 を原則 とする.迅 速掲載 を希望する ときは投 稿時にその 旨申し出ること。
(1)掲載料 は1頁 につ き和文 は5,500円,英文 は6,500円,超過頁 は1頁 につ き7,000円,写真 の製版代,凸
版,ト レース代,別 冊,送 料な どは別 に実費を申 し受ける.
(2)迅速掲載 には迅速掲載料 を要す る.5頁 以内は30,000円,6頁以上は1頁 毎に10,000円を加算 した額 を
申 し受 ける.
(3)薬剤の効果,測 定試薬の成績,治 療機器 の使用な どに関す る治験論文お よび学会抄録につ いては,掲 載料
を別途 に申し受 ける.















編 集 後 記
京都大学の社会健康医学系のある教授に我が国における臨床試験に関する講演 をしていただいた.今 までの日




話のなかで印象深かったのは,アウ トカムリサーチ(治療成績開示)の 重要性である.治療成績が大 きく異な
る施設をひとまとめにして臨床試験を計画すれば,出て くる結果の信頼性に問題があることは明白である.実際
に卵巣癌や胃癌などの治療成績(5年 生存率)は,施 設問で大きな偏 りがあると報告されている.まず臨床試験
を開始する前に,自分たちの過去の治療成績を出してみる必要があり,これがある一定の基準を越えた施設のみ
で試験を組むべきだというのである.そのデータには年間の疾患別患者数や手術件数なども含まれる.今までこ







泌尿器科紀要 第47巻 第2号2001年2月25日 印刷2001年2月28日 発行
発行 小 川 修 顧問 吉 田 修 発行所 泌尿器科紀要刊行会
〒606-8392京都市左京区聖護院山王町18メ タボ岡崎301号電 話(075)752-0100
FAX(075)752-0190
印刷所 山代印刷株式会社 京都市上京区寺之内通小川西入
